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投稿規定概略

1 投稿規定の詳細については，奈医誌.27(1): 99， 1976を参照されたい.

2. 投稿は奈良医学会会員〔年会費 3000円〉に限り，採否は編集委員会できめる.

3 論文の内容は医学の進歩に役立つものなら特に制限はない.

4. 論文は簡明な現代文，楢書，現代かなづかし、により，英語の表題，氏名，所属および抄録(300語以内〕の

ほか，図表には英語の説明をつける.

5 文献の記載は次のように統一する.

a)引用雑誌の場合

引用番号〉著者名誌名.巻頁，年号(西暦).

〔例) 3)坪井正五郎:人類誌.7: 77， 1892. 

4) Monod， ].， Wyman， ]. and Chang巴ux.].-P. : ]. Mol. Biol. 12目 88，1965. 

b)引用単行木の場合

引用番号〉著者名 書名.版，発行所，発行地，引用頁，年号(西暦).

〔例) 5)小松勇作:数理生物学概論.中山書庖，東京， p 31， 1950. 

6) Gottschalk， A目 : in The Enzymes (Boyer， P. D.， Lardy， H. A. and Myrback， K.， eds.) 

2nd巴d.，Vol. 2， Academic Press， New York， p461， 1960. 

6. 動植物学名は日本語の場合カタカナで書き，ラテン語の場合は斜体で印刷するので，原稿ではアンダーラ

インをひき，その下にイタと書く.

7. 会員は本文〔印刷頁)3頁まで無料，超過分はl頁 8500円の著者負担とする.その他，表(1刷頁〉概算

3000円，図凸版(浄書代を含まず〉概算3500円，写真版(浄書代を含まず〕概算5000円，付図〔アート

紙印刷〉は概算片面刷 6500円，両国刷 7500円，別刷は30部まで無料とする.

8. 投稿または雑誌に関する問合せは下記の編集委員まで

編集主幹:榎 泰義(第2生理〉

編集委員:樫葉周三(細 菌)，白井利彦(皮膚科)，

小西陽一〔腫虜病理)，玉井 進〈整形外科)，

吉岡 章(小児科)，山下節義(図書館長〉
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